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「
戸
田
の
宝
」の
た
め
に

　

11
月
、
中
小
企
業
大
学
校
で

「
相
談
業
務
の
ス
キ
ル
向
上
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
修
を
受
講
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
５
日
間
の

研
修
で
は
、
様
々
な
分
析
手
法
や

事
業
計
画
の
策
定
方
法
な
ど
、
実

践
的
な
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
直
前
ま
で
は
、
本

会
の
経
営
発
達
支
援
計
画
の
策
定

業
務
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
本
会
が
地
域
の
小
規

模
事
業
者
に
向
け
た
５
ヶ
年
の
支

援
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
国

か
ら
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ

の
実
施
に
補
助
金
が
活
用
で
き
る

と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
『
対
話
と
傾
聴
』

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
共
通
し
て

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
話
を
通

じ
事
業
者
が
抱
え
る
本
質
的
な
課

題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
き
合
う

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
々
の
相
談
業
務

に
お
い
て
事
業
者
の
方
々
の
話
に

耳
を
傾
け
、
『
聴
く
（

≠

聞

く
）
』
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
重
要
で
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
に
よ
り

真
の
『
対
話
』
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
支
援
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
員
N
K

　

本
校
は
、
小
中
一
貫
学
校
と
な

り
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
戸
田

小
・
戸
田
中
の
時
代
よ
り
、
地
域

と
連
携
し
た
学
校
行
事
や
、
児
童

生
徒
が
参
加
す
る
地
域
行
事
が
数

多
く
あ
り
、
地
域
密
着
型
の
学
校

で
す
。
地
域
の
皆
様
は
、
子
供
た

ち
を
『
戸
田
の
宝
』
と
呼
び
、
「

子
供
た
ち
の
た
め
な
ら
」
と
教
育

活
動
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
愛

情
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
学

校
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
力
強
い

応
援
団
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
、
沼
津
市
す
べ
て
の
中
学

校
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
導
入
さ
れ
、
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
学
校
は
、
「
ど
の
よ
う
な

子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
の
か
」
、

「
何
を
実
現
し
て
い
く
の
か
」
と

い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
の

皆
様
と
共
有
し
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い
く

使
命
を
帯
び
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

「
地
方
創
生
」
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
点
、
戸
田
地
区
は
、

地
方
創
生
の
考
え
は
強
く
、
同
時

に
子
供
た
ち
の
ロ
ー
カ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
「
戸
田
を

愛
す
る
子
供
を
育
て
た
い
」
、
「

伝
統
、
文
化
を
継
承
し
た
い
」
と

い
う
願
い
も
強
い
こ
と
か
ら
、
本

校
で
は
『
志
を
も
ち
、
ふ
る
さ
と

か
ら
未
来
を
つ
く
る
人
』
と
い
う

教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
教
育
目
標
を
具
現
化
す
る
た
め

に
、
地
域
に
あ
る
貴
重
な
教
育
的

財
産
を
有
効
活
用
し
て
い
く
『
戸

田
大
志
学
習
』
を
柱
に
、
他
校
と

の
連
携
も
深
め
な
が
ら
、
子
供
た

ち
に
「
社
会
性
」
「
自
己
有
用

感
」
な
ど
を
育
む
教
育
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
戸
田
地
区
と
の
ご
縁
を

感
じ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
、
地
域

の
た
め
に
、
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
商
工
会
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
支

援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

   

新
会
員
の
ご
紹
介

２
０
２
５
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
完
成

「
原
宿
」へ
の
提
言

（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

森
下
知
則
（
東
部
）　

建
設
業

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｃ
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
（
戸
田
）

　

山
田
直
也　

飲
食
業

Ｇ
Ｓ
‐
８
９
（
浮
島
）

　

小
林
翔　

建
設
業

はら逸品うまいものフェス（11/10）
会場入口のにぎわい（2面詳細）
はら逸品うまいものフェス（11/10）
会場入口のにぎわい（2面詳細）

沼
津
市
立
戸
田
小
中
一
貫
学
校

梶
原 

利
彦

校
長　

　

沼
津
市
商
工
会
広
報
委
員
会
が

発
行
す
る
、
２
０
２
５
年
度
カ
レ

ン
ダ
ー
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
元
小
学
校
４
校

（
原
小
学
校
・
原
東
小
学
校
・
浮

島
小
学
校
・
戸
田
小
中
一
貫
学

校
）
の
児
童
・
生
徒
の
皆
様
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
図
画
作
品
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
も
力
作
ぞ
ろ
い
の
素
敵
な
カ
レ

ン
ダ
ー
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
沼
津
市
商
工
会

原
支
所
・
戸
田
支
所
の
ほ
か
、
原

・
浮
島
・
戸
田

の
地
区
セ
ン
タ

ー
で
も
配
布
し

て
お
り
ま
す
。

数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
。

　

10
月
28
日
（
月
）
工
業
部
会
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
越

東
洋
フ
ァ
イ
バ
ー
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
の
金
川
貴
宣
氏
を
招

き
、
「
東
海
道
歩
き
な
お
し
」
〜

街
道
ウ
ォ
ー
カ
ー
目
線
か
ら
の
原

宿
・
沼
津
宿
の
課
題
〜
と
題
し
て
、

地
域
の
歴
史
的
価
値
の
再
発
見
、

街
づ
く
り
を
通
じ
た
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

 

講
演
で
は
、
ま
ず
原
宿
に
つ
い

て
問
屋
場
跡
な
ど
宿
場
町
の
歴
史

を
示
す
資
料
を
配
布
し
て
説
明
し

ま
し
た
。
続
い
て
「
東
海
道
歩
き

な
お
し
」
で
感
じ
た
中
で
、
訪
問

者
だ
け
で
は
な
く
地
域
住
民
が
街

道
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
例
と
し

て
、
土
山
宿
、
二
川
宿
、
藤
川
宿

の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

 

原
宿
と
沼
津
宿
に
お
け
る
改
善

点
と
し
て
、
原
宿
は
歩
道
が
狭
く

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ト
イ

レ
の
不
足
な
ど
歩
行
者
目
線
の
街

づ
く
り
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
沼
津
宿
で
は
歴
史
情
報
が

不
足
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
ケ

ー
ブ
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
裏
面
を
活
用

し
た
案
内
板
の
設
置
を
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

 

そ
の
他
、
地
域
振
興
の
一
環
と

し
て
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
歴
史

を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
が
提
案
さ
れ
、

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
地
域
文
化

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
ア
イ
デ

ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
歴
史
の

道
東
海
道
宿
駅
会
議
が
主
催
す
る

「
東
海
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
原
宿
の
開
宿
４
０

０
周
年
と
な
る
２
０
３
３
年
に
向

け
、
沼
津
宿
と
合
同
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
を
目
指
し
て
は
ど
う
か

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
日
本
の
大
動
脈
で
あ
る
東
海
道

の
宿
場
町
の
１
つ
で
あ
っ
た
と
い

う
価
値
を
今
こ
そ
磨
き
な
お
し
、

後
世
に
残
す
べ
き
と
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

対
話
と
傾
聴

指
導
員
だ
よ
り

大盛況！
秋の一大イベントに定着

金川社長による講演の様子金川社長による講演の様子
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（
訂
正
）
ウ
イ
ン
グ
第
１
３
６
号 

２
ペ
ー
ジ
下
段
、
14
行
目

（
誤
）「
子
安
観
音
」（
正
）「
子
安
地
蔵
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お詫びと
訂正

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

大通寺（だいつうじ）

　

11
月
10
日
、
原
地
区
セ
ン
タ
ー

広
場
で
第
８
回
は
ら
逸
品
う
ま
い

も
の
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
「
う
ま
い
も
の
」
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
商
工
会
員
の
お
店
を

中
心
に
約
30
店
舗
の
飲
食
店
が
軒

を
連
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ
の
公
開

生
放
送
を
は
じ
め
、
静
岡
ア
イ
ド

ル
n
o 

F
i
l
t
e
r
や
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
詩
音
さ
ん

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｎ

Ｇ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ　

Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
Ｈ
様
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
体
験
、
消

防
車
や
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
展
示
、

赤
十
字
と
明
治
安
田
生
命
に
よ
る

ブ
ー
ス
、
日
大
生
に
よ
る
事
例
発

表
と
多
様
な

内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

懸
念
さ
れ

て
い
た
天
気

も
終
盤
ま
で

保
ち
、
約
４
，

０
０
０
人
の

来
場
者
が
イ

ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
に
、
戸
田
支
所
女
性

部
が
中
心
と
な
り
、
合
同
空
き
缶

拾
い
（
清
掃
活
動
）
を
行
い
ま
し

た
。

　

商
工
会
役
員
、
青
年
部
、
法
人

会
戸
田
支
部
の
協
力
の
も
と
、
戸

田
峠
と
真
城
峠
周
辺
の
山
道
の
ご

み
を
拾
い
、
拾
っ
た
ご
み
の
量
は

ご
み
袋
で
45
個
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
安
全
に
配
慮
し
て
、
道

路
の
す
ぐ
そ
ば
の
ご
み
を
集
中
的

に
拾
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

林
の
奥
に
目
を
や
る
と
大
量
の
ご

み
（
な
か
に
は
粗
大
ご
み
も
…
）

が
あ
り
、
悔
し
い
気
持
ち
に
な
り

な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。

　

10
月
17
日
〜
18
日
に
、
戸
田
支

所
合
同
視
察
研
修
と
し
て
、
マ
ス

コ
ミ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
静
岡
県
東
京
事
務

所
、
観
光
経
済
新
聞
社
、
静
岡
県

移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も

東
京
都
内
）
を
訪
問
し
、
戸
田
の

秋
・
冬
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
改
修
を

終
え
た
松
城
邸
な
ど
の
観
光
情
報

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光

や
移
住
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
も

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
開
業
し
た
豊
洲
の
商
業
施

設
「
千
客
万
来
」
へ
も
訪
れ
、
外

国
人
観
光
客
で
賑
わ
う
様
子
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
に
、
毎
年
恒
例
の
戸

田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
戸
田
地
区
内
外
よ
り

20
店
舗
が
集
結
し
ま
し
た
。
戸
田

地
区
内
の
特
産
品
は
も
ち
ろ
ん
、

友
好
市
町
で
あ
る
埼
玉
県
戸
田
市
、

山
梨
県
忍
野
村
、
長
野
県
原
村
の

特
産
品
は
、
毎
年
心
待
ち
に
し
て

い
る
お
客
さ
ん
が
多
く
、
イ
ベ
ン

ト
の
目
玉
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
の
つ
く

る
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
は
今

年
も
長
蛇
の
列
が
で
き
る
人
気
ぶ

り
で
、
販
売
開
始
か
ら
わ
ず
か
30

分
で
売
り
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

司
会
を
務
め
た
の
は
、
沼
津
ラ

ク
ー
ン
よ
し
も
と
劇
場
の
富
士
彦

さ
ん
。
「
深
海
魚
○
×
ク
イ
ズ
」

や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、
会
場
の

お
客
さ
ん
を
巻
き
込
ん
だ
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ガ
ー
の
太
田
克
樹

さ
ん
も
有
名
な
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
「
思

い
出
の
交
差
点
」
な
ど
を
披
露
し
、

歌
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ
た
り
、

関
係
す
る
皆
様
よ
り
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

観光経済新聞社を訪問観光経済新聞社を訪問

イベントのフィナーレ・投げもちイベントのフィナーレ・投げもち

ごみを集める女性部のメンバーごみを集める女性部のメンバー

多くのお客様で賑わう会場多くのお客様で賑わう会場

　

11
月
24
日
、
原
に
あ
る
お
寺
を

訪
れ
、
歴
史
文
化
に
ふ
れ
る
事
業

（
第
３
弾
）
を
「
昌
原
寺
」
と

「
徳
源
寺
」
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

昌
原
寺
で
は
、
ご
住
職
と
原
浮

島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
所
属
の
望
月
宏
充
氏
よ
り
白
隠

禅
師
が
仏
門
に
入
る
き
っ
か
け
や

寺
に
ま
つ
わ
る
歴
史
に
つ
い
て
簡

潔
に
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
徳
源

寺
で
は
ご
住
職
よ
り
興
国
寺
城
の

陣
屋
と
し
て
、
本
籍
に
は
「
御
殿

場
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る

こ
と
、
有
徳
家
植
松
本
家
の
菩
提

寺
で
あ
る
た
め
、
帯
笑
園
か
ら
貴

重
な
名
品
を
譲
り
う
け
保
管
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

興
味
深
い
お
話
し
に
、
熱
心
に

メ
モ
を
と
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

海
岸
山
大
通
寺（
一本
松
） 

　

宗
派
＝
曹
洞
宗

　
　
　
　
　

金
子
強
志 

住
職

本
山
＝
永
平
寺（
福
井
県
）

本
山
＝
総
持
寺（
神
奈
川
県
）

本
尊
＝
釈
迦
牟
尼
仏

開
山
＝
紹
外
舜
隆
和
尚

　

大
通
寺
は
付
近
一
帯
の
新
田
開

発
の
為
、や
っ
て
来
た
開
拓
者
の
集

落
が
形
成
さ
れ
た
江
戸
初
期
に
井

出
大
泉
寺
五
世
紹
外
舜
隆
和
尚

（
寛
文
二
年
）一六
六
二（
四
月
三
十

日
示
寂
）を
開
山
に
招
聘
し
寺
を

開
い
た
。

　

幕
末
に
は
寺
内
の一角
に
徳
川
藩

士
が
寺
子
屋
を
開
き
、そ
れ
を
基

に
明
治
六
年
三
新
田
初
の
教
育
施

設「
初
学
舎
」が
出
来
た
。初
学
舎

は
明
治
十
三
年
に「
格
物
小
学
校
」

と
改
名
、明
治
十
九
年
に
は
原
宿

に
有
る「
三
事
舎
」（
原
宿「
又
新

館
」と
大
塚
町「
始
進
舎
」が
明
治

九
年
に
合
併
）と
合
併
し
尋
常
小

学
袖
子
浦
学
校
が
誕
生
、翌
年
原

尋
常
小
学
校
と
改
名
し
、こ
こ
に

現
在
の
沼
津
市
立
原
小
学
校
に
繋

が
る
礎
が
築
か
れ
た
。「
ス
ル
ガ
銀

行
」創
始
者
岡
野
喜
太
郎
翁
も
幼

少
期
初
学
舎
で
学
ん
だ
。門
前
に

「
岡
野
喜
太
郎
少
時
、本
寺
に
止
宿

し
て
、初
学
舎
に
学
ぶ
」の
碑
が
建
っ

て
い
る
。又
、県
道
沿
い
に
建
つ
大
通

寺
門
柱
は
か
っ
て
原
駅
前
に
有
っ
た

旧
原
尋
常
小
学
校
の
門
柱
を
移
し

設
置
さ
れ
た
も
の
。

　

山
門
を
く
ぐ
る
と
左
側
に
は

様
々
な
姿・ポ
ー
ズ・穏
や
か
な
表
情

を
し
た
多
く
の
石
像
の
羅
漢
さ
ん

が
参
拝
者
を
迎
え
て
く
れ
る
。西

側
に
は「
忠
霊
塔
」が
あ
り
、毎
年
一

本
松・桃
里・植
田
三
部
落
合
同
の

戦
没
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
。

　

大
通
寺
は
長
い
歴
史
の
中
で

度
々
火
災・風
水
害
に
会
い
、本
堂

の
消
失
、大
切
な
寺
の
記
録・古
文

書
な
ど
を
失
っ
た
が
、平
成
七
年
に

本
堂
は
再
建
さ
れ
、併
せ
て
延
命

地
蔵
菩
薩
を
安
置
す
る
地
蔵
堂
も

建
立
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

望
月 
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充
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正
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ウ
イ
ン
グ
第
１
３
６
号 

２
ペ
ー
ジ
下
段
、
14
行
目

（
誤
）「
子
安
観
音
」（
正
）「
子
安
地
蔵
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お詫びと
訂正

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

大通寺（だいつうじ）
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催
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し
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Ｐ
Ｒ
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施
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「
戸
田
の
宝
」の
た
め
に

　

11
月
、
中
小
企
業
大
学
校
で

「
相
談
業
務
の
ス
キ
ル
向
上
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
修
を
受
講
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
５
日
間
の

研
修
で
は
、
様
々
な
分
析
手
法
や

事
業
計
画
の
策
定
方
法
な
ど
、
実

践
的
な
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
直
前
ま
で
は
、
本

会
の
経
営
発
達
支
援
計
画
の
策
定

業
務
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
本
会
が
地
域
の
小
規

模
事
業
者
に
向
け
た
５
ヶ
年
の
支

援
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
国

か
ら
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ

の
実
施
に
補
助
金
が
活
用
で
き
る

と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
『
対
話
と
傾
聴
』

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
共
通
し
て

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
話
を
通

じ
事
業
者
が
抱
え
る
本
質
的
な
課

題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
き
合
う

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
々
の
相
談
業
務

に
お
い
て
事
業
者
の
方
々
の
話
に

耳
を
傾
け
、
『
聴
く
（

≠

聞

く
）
』
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
重
要
で
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
に
よ
り

真
の
『
対
話
』
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
支
援
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
員
N
K

　

本
校
は
、
小
中
一
貫
学
校
と
な

り
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
戸
田

小
・
戸
田
中
の
時
代
よ
り
、
地
域

と
連
携
し
た
学
校
行
事
や
、
児
童

生
徒
が
参
加
す
る
地
域
行
事
が
数

多
く
あ
り
、
地
域
密
着
型
の
学
校

で
す
。
地
域
の
皆
様
は
、
子
供
た

ち
を
『
戸
田
の
宝
』
と
呼
び
、
「

子
供
た
ち
の
た
め
な
ら
」
と
教
育

活
動
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
愛

情
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
学

校
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
力
強
い

応
援
団
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
、
沼
津
市
す
べ
て
の
中
学

校
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
導
入
さ
れ
、
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
学
校
は
、
「
ど
の
よ
う
な

子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
の
か
」
、

「
何
を
実
現
し
て
い
く
の
か
」
と

い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
の

皆
様
と
共
有
し
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い
く

使
命
を
帯
び
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

「
地
方
創
生
」
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
点
、
戸
田
地
区
は
、

地
方
創
生
の
考
え
は
強
く
、
同
時

に
子
供
た
ち
の
ロ
ー
カ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
「
戸
田
を

愛
す
る
子
供
を
育
て
た
い
」
、
「

伝
統
、
文
化
を
継
承
し
た
い
」
と

い
う
願
い
も
強
い
こ
と
か
ら
、
本

校
で
は
『
志
を
も
ち
、
ふ
る
さ
と

か
ら
未
来
を
つ
く
る
人
』
と
い
う

教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
教
育
目
標
を
具
現
化
す
る
た
め

に
、
地
域
に
あ
る
貴
重
な
教
育
的

財
産
を
有
効
活
用
し
て
い
く
『
戸

田
大
志
学
習
』
を
柱
に
、
他
校
と

の
連
携
も
深
め
な
が
ら
、
子
供
た

ち
に
「
社
会
性
」
「
自
己
有
用

感
」
な
ど
を
育
む
教
育
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
戸
田
地
区
と
の
ご
縁
を

感
じ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
、
地
域

の
た
め
に
、
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
商
工
会
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
支

援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

   

新
会
員
の
ご
紹
介

２
０
２
５
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
完
成

「
原
宿
」へ
の
提
言

（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

森
下
知
則
（
東
部
）　

建
設
業

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｃ
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
（
戸
田
）

　

山
田
直
也　

飲
食
業

Ｇ
Ｓ
‐
８
９
（
浮
島
）

　

小
林
翔　

建
設
業

はら逸品うまいものフェス（11/10）
会場入口のにぎわい（2面詳細）
はら逸品うまいものフェス（11/10）
会場入口のにぎわい（2面詳細）

沼
津
市
立
戸
田
小
中
一
貫
学
校

梶
原 

利
彦

校
長　

　

沼
津
市
商
工
会
広
報
委
員
会
が

発
行
す
る
、
２
０
２
５
年
度
カ
レ

ン
ダ
ー
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
元
小
学
校
４
校

（
原
小
学
校
・
原
東
小
学
校
・
浮

島
小
学
校
・
戸
田
小
中
一
貫
学

校
）
の
児
童
・
生
徒
の
皆
様
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
図
画
作
品
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
も
力
作
ぞ
ろ
い
の
素
敵
な
カ
レ

ン
ダ
ー
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
沼
津
市
商
工
会

原
支
所
・
戸
田
支
所
の
ほ
か
、
原

・
浮
島
・
戸
田

の
地
区
セ
ン
タ

ー
で
も
配
布
し

て
お
り
ま
す
。

数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
。

　

10
月
28
日
（
月
）
工
業
部
会
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
越

東
洋
フ
ァ
イ
バ
ー
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
の
金
川
貴
宣
氏
を
招

き
、
「
東
海
道
歩
き
な
お
し
」
〜

街
道
ウ
ォ
ー
カ
ー
目
線
か
ら
の
原

宿
・
沼
津
宿
の
課
題
〜
と
題
し
て
、

地
域
の
歴
史
的
価
値
の
再
発
見
、

街
づ
く
り
を
通
じ
た
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

 
講
演
で
は
、
ま
ず
原
宿
に
つ
い

て
問
屋
場
跡
な
ど
宿
場
町
の
歴
史

を
示
す
資
料
を
配
布
し
て
説
明
し

ま
し
た
。
続
い
て
「
東
海
道
歩
き

な
お
し
」
で
感
じ
た
中
で
、
訪
問

者
だ
け
で
は
な
く
地
域
住
民
が
街

道
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
例
と
し

て
、
土
山
宿
、
二
川
宿
、
藤
川
宿

の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

 

原
宿
と
沼
津
宿
に
お
け
る
改
善

点
と
し
て
、
原
宿
は
歩
道
が
狭
く

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ト
イ

レ
の
不
足
な
ど
歩
行
者
目
線
の
街

づ
く
り
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
沼
津
宿
で
は
歴
史
情
報
が

不
足
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
ケ

ー
ブ
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
裏
面
を
活
用

し
た
案
内
板
の
設
置
を
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

 

そ
の
他
、
地
域
振
興
の
一
環
と

し
て
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
歴
史

を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
が
提
案
さ
れ
、

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
地
域
文
化

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
ア
イ
デ

ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
歴
史
の

道
東
海
道
宿
駅
会
議
が
主
催
す
る

「
東
海
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
原
宿
の
開
宿
４
０

０
周
年
と
な
る
２
０
３
３
年
に
向

け
、
沼
津
宿
と
合
同
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
を
目
指
し
て
は
ど
う
か

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
日
本
の
大
動
脈
で
あ
る
東
海
道

の
宿
場
町
の
１
つ
で
あ
っ
た
と
い

う
価
値
を
今
こ
そ
磨
き
な
お
し
、

後
世
に
残
す
べ
き
と
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

対
話
と
傾
聴

指
導
員
だ
よ
り

大盛況！
秋の一大イベントに定着

金川社長による講演の様子金川社長による講演の様子


